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電子スピン波による情報の多重伝送

光電変換デバイスの小型化、消費電力削減で
膨大な情報処理を実現

光の波としての特徴である並列性や多重性を利用して、光ファイバーが
実用化されているが、伝送する情報の数が増えるほど対応する光電変換
機器が必要となり、装置の大型化や消費電力増加等の課題がある。一
方、電子は光と異なり並列性や多重性を組み込むことができないため、半
導体集積回路等の電子デバイスでは、原則複数の情報を同時に伝送す
ることは不可能であった。
本発明は、波の性質を有する「電子スピン波」に着目し、その波長を情
報として用い、さらに電子スピン波どうしを重ね合わせることによって、従来
光ファイバーで行っていた情報の多重伝送を、固体電子デバイスで行うも
のである。これにより多重化した情報を処理する際に逐次計算する必要が
なくなり、既存の光電変換デバイスに置き換えて、デバイスの小型化および
消費電力削減が期待でき、今後膨大に増える情報処理に貢献する可能
性がある。また多重電子スピン波を用いた多状態情報の伝送・処理・記
録を一括で行うデバイスも実現し得る。

概要

 既存の光電変換デバイスの小型化、消費電力削減
 多状態情報の伝送・処理・記録を一括で行うデバイス
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電子スピン波デバイスを実現した際の効果
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＜電子スピン波＞

波の性質を有し、1回転
する長さを電子スピンの
波長λとして定義できる
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